
Ⅰ 研究目的と調査実施概要

1.研究目的

本研究の目的は,教員のキャリア形成におけ

る神奈川大学の役割を明確にすることにある｡

研究目的に迫るために,次のような4点を明確

にすることとした｡

(∋教員からみた学生時代の学修に対する期待

②教員がキャリア形成過程で感 じてきた問題

③教員が免許状更新講習を含めた研修で,キ

ャリア形成の視点から学びたいこと

④教員がリカレント教育として,大学で学び

たいこと

本研究の特徴は,｢キャリア形成｣の対象時

期として,学生時代 も含むことであり,教員の

キャリア形成における大学の役割を考える点に

ある｡これは,共同研究の一員である河上婦志

子 ･神奈川大学名誉教授が 1987年に発表 した

論文 ｢教員の現職教育における大学の役割｣

(『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第 5号)

のテーマを受け継ぎ,今 日的研究として展開す

るものである｡

調査の特徴は,研究目的や研究の特徴を反映

して,回答者が研修をめぐる現状と大学への要

望を表現できる調査となっている点にある｡こ

の点は,文部科学省レベル,各教育委員会レベ

ル,さらに大学や様々な団体で実施されてきた

教員の意識調査や研修に関する調査の中での特

徴 といえる｡研究成果を神奈川大学における教

職課程の教育実践に反映できることも本研究の

大きな魅力である｡

▲

鈴木そよ子

2.調査 ･研究活動の概要

具体的な研究活動は4点からなる｡

①卒業生の現職教員を対象とした質問紙調査

②卒業生の現職教員を対象としたインタビュ

ー調査

③学校ボランティアの実践と省察

(∋②から得 られた知見を教員養成のプロセ

スに生かし,両キャンパスで取 り組んだ｡

④教員免許状更新講習の試行と本実施におけ

る取 り組み

①②から得 られた知見を現職教育の一環で

ある当講習プログラムに生かした｡

共同研究の主な活動内容を年度ごとに示す｡

12007年風

(1)本学卒業生の現職教員への質問紙調査の企

画立案 ･実施 ･分析

(2)学校ボランティア活動に参加 した学生の成

長過程の分析

(3)教育免許状更新講習の構想

(4)法規上の詳細な確認,資料収集

12008年度l
(1)インタビュー調査の計画立案,実施,分析

(2)学校ボランティアに参加 した学生の成長過

程の分析

(3)教員免許状更新講習の試行を通して,本実

施の計画を立案

(4)教員採用試験サポー ト体制づ くりのための

基礎資料作成
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12009年度l

(1)本研究から明らかになった大学の役割とそ

の遂行のための課題のまとめ

(2)卒業生教員と神奈川大学教職課程との実践

研究交流ネットワークのあり方の検討

(3)学校ボランティア校との連携の充実

(4)教員免許状更新講習の評価と課題の確認

(5)教員採用試験対策充実のための情報収集

年度ごとに公表された本共同研究の活動報告,

研究成果を以下に挙げる｡

12007年度l

(1)学会誌等

･河上婦志子 ･他 ｢生徒の学び ･学生の学び一

中大連携の試み-｣神奈川大学教職課程研究

室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第

26号,2007.3,pp.83-98

･鈴木そよ子 ･他 ｢共同研究 『教貞のキャリア

形成に果たす神奈川大学の役割』について｣

神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心

理 ･教育研究論集』第27号,2008.3,pp.111

-121

(2)口頭発表

･鈴木そよ子 ｢報告一卒業生に対する質問紙調

査の中間報告と教員免許状更新講習-｣神奈

川大学教育研究交流会 2008.2.16

(3)その他

･神奈川大学 ･教員キャリア形成研究会 ｢教員

のキャリア形成についての調査 集計結果報

告 (問 1-問6のうち数字による回答部分)｣

2007.12.1(単純集計による分析｡質問紙調査

対象者全員に送付)

･岩揮啓子 『学校ボランティア情報交流会報告

書』神奈川大学教職課程,2007,7

･岩揮啓子 ｢学生の成長を確認 したときの喜

び｣『パイオニアスクールよこはま 神奈川

大学 ･横浜市立松本中学校連携事業』横浜市

立松本中学校,2008.1

r2008年度L
(1)学会誌等

･岩揮啓子 ･河上婦志子 ｢『生徒支援』の総合

演習一中学校の総合的学習と大学教職課程の

コラボレーションー｣神奈川大学教職課程研

究室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第

28%,2009.3,pp.5-15

･岩洋啓子 ｢教員養成における学校ボランティ

アの意義｣神奈川大学教職課程研究室 『神奈

川大学 心理 ･教育研究論集』第28号,

20093,pp.107-ilo

･入江直子 ｢神奈川大学における学校ボランテ

ィアの取 り組み｣神奈川大学教職課程研究室

『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第28号,

2009.3,pp.11卜115

･古屋喜美代 ･入江直子 ｢学校ボランティア学

習会を通しての学び一主として小学校ボラン

ティア学習会の分析から-｣神奈川大学教職

課程研究室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論

集』第28号,2009.3,pp.117-124

･鈴木そよ子 ｢教員が大学での研修に期待する

内容と方法-アンケー ト ｢教員のキャリア形

成についての調査｣より-｣神奈川大学教職

課程研究室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論

集』第28号,2009.3,pp.29-40

･鈴木そよ子 ｢神奈川大学の教貞養成における

新たな目標と計画策走のための一考察一神奈

川大学湘南ひらつかキャンパスの実践に即し

て-｣神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大

学 心理 ･教育研究論集』第28号,2009.3,

pp.53-62

･鈴木そよ子 ･他 ｢教員のキャリア形成に果た

す神奈川大学の役割-2008年度 (第2年次)

研究活動報告-｣神奈川大学教職課程研究室

『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第28号,

2009.3,pp.8卜93

(2)口頭発表等

･古屋喜美代 ･入江直子 ｢学校ボランティア体

験を通しての学生の学びと成長｣日本教育心

理学会,第 50回総会,ポス ター発 表,

2008.10.13

(3)その他
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･入江直子 ｢教員免許更新講習に向けて｣神奈

川大学資格教育課程協議会 『神奈川大学資格

教育課程通信』第26号,2009.3.25,p.1

･神奈川大学教職課程指導室 『学校ボランティ

ア通信』,｢小学校特集｣8号,｢特集 :戸家

中｣9号,｢松本中 ･栗田谷中 ･老松中編｣

10号,8.9.10号ともに2008.7.16

r2009年風

(1)学会誌等

･鈴木そよ子 ｢研究目的と調査実施概要｣神奈

川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心理 ･

教育研究論集』第29号 2010.3,pp.57-66

･河上婦志子 ･鈴木そよ子 ｢質問紙調査結果の

概要｣神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大

学 心理 ･教育研究論集』第29号,2010.3,

pp.67-74

･河上婦志子 ｢教師の学習ニーズの諸相｣神奈

川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心理 ･

教育研究論集』第29号 2010.3,pp.75-88

･古屋喜美代 ｢教師がふり返る,自らのキャリ

ア形成における壁とは何であったか｣神奈川

大学教職課程研究室 『神奈川大学 心理 ･教

育研究論集』第29号,2010.3,pp.89-98

･大西勝也 ｢学校の現状｣神奈川大学教職課程

研究室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』

第29号,2010.3,pp.99-106

･関口昌秀 ｢軽度発達障害と思われる子と学校

教師｣神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大

学 心理 ･教育研究論集』第29号,2010.3,

pp.107-120

･岩滞啓子 ｢現場の教員を支援する一教員免許

更新講習 (選択 :生徒指導)を実施して-｣

神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心

理 ･教育研究論集』第29号,2010.3,pp.121

-130

･入江直子 ｢教員免許更新講習の取 り組み-

『教師が学びあうコミュニティー』の展望-｣

神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心

理 ･教育研究論集』第29号,2010.3,pp.131

-161

Ⅰ 研究目的と調査実施概要

･共同研究 ｢教貞のキャリア形成に果たす神奈

川大学の役割｣報告書,2010.3

(2)口頭発表等

･河上婦志子 ･関口昌秀 ･鈴木そよ子 ｢教員の

キャリア形成と大学の役割一神奈川大学卒業

生の学習ニーズ調査を踏まえて-｣日本教育

学会第68回大会発表,2009.8.29

･鈴木そよ子 ｢教員のキャリア形成に果たす大

学の役割一神奈川大学卒業生に対する調査よ

り-｣日本教師教育学会第 19回大会発表,

2009.10.4

(3)その他

･教員免許状更新講習におけるラウンドテーブ

ル等の取 り組み,2009.8

･神奈川大学教職課程主催神奈川大学教育研究

交流会,司会 ･古屋喜美代,テーマ ｢教師と

しての悩みと成長～若き教師の成長をどのよ

うに支えるか ?｣2010.1.30

･神奈川大学教職課程 ｢ボランティア通信｣

No.12-14

･神奈川大学教職課程 ｢平成21年度学校ボラ

ンティア情報交流会報告書｣2009.ll.18

･湘南ひらつかキャンパス教職課程 ｢学校ボラ

ンティア活動レポー ト集｣2010.1.18

3.質問紙調査の概要

本稿に続く報告ならびに論文の基本データと

して,質問紙調査の概要と対象者について述べ

る｡

質問紙調査は,2007年8月に行った｡神奈

川大学教職課程を履修した現役の教員754名を

対象として,自宅に質問紙を送付 した｡754名

は現住所を確認できた人数に当たる｡

254名から回答があった｡回答率は33.7%｡

回答を受け取った後,改めて分析対象年齢を限

定することになり,254通のうち,20代から

50代の237名を分析対象者 とした｡分析対象

者数は送付数の32%に当たる｡

質問紙 (資料 Ⅰ-1｢教員のキャリア形成に

ついての調査｣質問紙)は,A3用紙両面を用
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資料 Ⅰ-1 ｢教員のキャリア形成についての調査｣質問紙

教員のキャリア形成についての調査

神奈川大学 ･教員キャリア形成研究会

間1 回答して下さるあなたご自身について伺います｡

1.年齢 ･性別

2.卒業年

3.学部

(○で囲む)

4.学科

西暦

男性 ･女性 (○で囲む)

年 月卒業

1.外国語学部 2.法学部 3.工学部

4.経済学部 5.経営学部 6,理学部

5.免許取得教科

6.教職に就いてからの年数

7.教職以外の職業経験

8.現在の雇用形態

(○で囲む)

9.現在の勤務校

(○で囲む)

10.現在の勤務校種

(○で囲む)

ll.現在の担当教科

12.現在の校務分掌

13.現勤務校での役職

(○で囲む)

(なし .あり) 年 職種

1.正規職員 2.臨時任用 3,非常勤講師

4.その他 (

1.公立学校 2.私立学校 3.国立学校

4.その他 (

1.小学校 2.中学校 3.高等学校 4.中等教育学校

5.特別支援学校 6.その他 (

/ /

/ /

1.校長 2.教頭 3.副校長 4.主幹 5.統括教諭

6.主任 7.主事 8.その他 (

8月15日までにご投函下さい｡
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間2 次の点について,今の教員の力はどの程度不足 していると思いますかo

大いに やや

不足している 不足している 不足している 十分ある

1 教科に関する専門知識 1 2 3 4

2 教材研究力 1 2 3 4

3 一般的教養 1 2 3 4

4 社会人としての常識 1 2 3 4

5 教員同士の人間関係づ くり 1 2 3 4

6 保護者とのコミュニケーション力 1 2 3 4

7 生徒理解 1 2 3 4

8 教育者 としての使命感 1 2 3 4

9 学級経営力 1 2 3 4

10 部活指導 1 2 3 4

11 事務処理能力 1 2 3 4

問3 教職についてから行なってきた研修 .研究や学習は,自分の能力形成にどの程度役立ちましたかo

大いに 少し 参加

役立った 役立った 役立った 役立っていない していない

1 初任者研修 1 2 3 4 5

2 経年研修 1 2 3 4 5

3 教委による課題別研修 1 2 3 4 5

4 教科別研修 .研究 1 2 3 4 5

5 校内研修 1 2 3 4 5

6 組合研修 1 2 3 4 5

7 民間研究会-の参加 1 2 3 4 5

8 同僚 との自主学習 1 2 3 4 5

9 先輩から学んだこと 1 2 3 4 5

10 個人的自主学習 1 2 3 4 5
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問4 次のような研修があれば,どの程度受けたいと思いますかo

ぜひ 時間がとれれば あまり

受けたい 受けたい 受けたくない 受けたくない

1 教科の専門内容 1 2 3 4

2 教科の指導技術 1 2 3 4

3 ⅠT活用法 1 2 3 4

4 カウンセリング 1 2 3 4

5 軽度発達障害 (LD.ADHD, 1 2 3 4

アスベルガーなど)

6 生徒指導 1 2 3 4

7 保護者 との関係づ くり 1 2 3 4

8 学級経営 1 2 3 4

9 学校の管理運営 1 2 3 4

10 その他 (間 5 次のような方法の研修があれば,どの程度参加 したいと思いますか○ )

ぜひ あまり

参加したい 参加したい 参加したくない 参加したくない

1 実践事例の検討 1 2 3 4

2 ワークショップ 1 2 3 4

(ロールプレイなど)

3 専門家の講演 1 2 3 4

4 デ ィベー ト 1 2 3 4

5 ⅠTを使った研修 1 2 3 4

6 その他 (問 6 研修や研究会へ出席 しにくい理由として,次のものはどの程度当てはまりますかo )

大いに あまり まったく

当てはまる 当てはまる 当てはまらない 当てはまらない

1 費用がかかる 1 2 3 4

2 忙 しくて時間が取れない 1 2 3 4

3 校務を休んで出張できない 1 2 3 4

4 管理職が認めて くれない 1 2 3 4

■ 5 他の教員への気がねがある 1 2 3 4

6 開催地が遠い 1 2 3 4

7 内容が実践的でない 1 2 3 4
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間7 大学で研修する機会があれば,どのような内容や方法の研修を期待しますか○

問8 現在,あなたが課題としていることはどのようなことですか○

アンケート調査の報告書は,全員の方へ2008年にお届けいたしますo

①共同研究の報告書は2010年に発行される予定ですo報告書送付を希望しますかo (はい .いいえ)

②質問紙調査の後,2008年度にインタビュー調査を予定していますo神奈川県内の方を対象として,

1人 1回1時間程度で行う予定です○インタビューに応じていただけますか○ (はい .いいえ)

はいと答えて下さった方には,対象者を確定した後,改めてご連絡いたしますo

*①に ｢はい｣と答えた方は,｢氏名｣｢住所｣を,②に ｢はい｣と答えた方は,下記の全項目の記入を

お願いします○

フ一博ナ

氏名

住所 T

電話 (自宅or携帯)

E-Mail(職場 or自宅)
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いて,質問項目は,8つの大間から構成されて

いる｡

(1)年齢層と性別

分析対象者の年齢層は,図 Ⅰ-1｢年齢層構

成｣,図 Ⅰ-2｢性別年齢構成｣にあるように

20代 ･30代の若者が約 60%を占める｡40代,

50代はそれぞれ約20%の割合である｡男女比

は,約78%が男性で,女性の約3.8倍に当たる｡

男性,女性それぞれの年齢層を見ると,男性の

回答者数 185名で,年齢構成は20代から50代

まで,20%前後から30%前後の構成になって

いる｡女性の回答者数は48名で,年齢構成は,

20代 ･30代をあわせて約73%,40代が約20%,

50代は約6%であり,男性の年齢構成との相違

が明確になっている｡

図Ⅰ-1 年齢層構成
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図Ⅰ-2 性別年齢層構成
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(2)現在の雇用形態

男女ともほぼ同じ傾向を示している｡正規職

員が約 88%,臨時任用と非常勤講師をあわせ

て約 12%｡臨時任用と非常勤講師29名の年齢

層は20代が約76%,30代が約20%という構

成になっている｡

(3)現在の勤務校種

分析対象者の勤務校種を図 Ⅰ-3｢現在の勤

務校種｣で見ると,1番多い校種が中学校で約

50%,2番 目が小学校で約22%,3番目が高等

学校で約 19%となっている｡本学で取得でき

る教員免許は中学校と高等学校の教員免許であ

り,小学校の教員養成課程はない｡にもかかわ

らず回答者のうち,5人に1人が小学校数貞で

ある｡

本学を卒業した後,通信教育等で小学校教員

免許を取得 したのち,小学校教員となった卒業

生が多いのだろう｡また,小 ･中学校の枠で採

用されて,小学校教員として勤務しながら,夜

間大学に通って小学校免許を取得した時代もあ

ったという｡卒業後,これらの方法で免許を取

得し,小学校教員になっている｡在学中の教職

課程履修学生のなかにも,小学校教員免許の取

得を希望する学生はいるが,回答者のなかでこ

れほどの割合を占めているということが,私た

ちにとって新たな発見 となった｡このデータは

神奈川大学の卒業生が教職に就 くための方法と

して,小学校教員免許取得の重要性を実績とし

て示している｡

図Ⅰ-3 現在の勤務校種
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Ⅰ 研究目的と調査実施概要

表 Ⅰ-1 インタビュイーの勤務校 (学校種)

学校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 中学校 .高等学校 計

表 Ⅰ-2 インタビュイーの年齢層

20代 30代 40代 50代 計

男 4 3 9 4 20

女 3 2 3 0 8

注 ･2008年8月時点の年齢を示す｡

(4)現勤務校での役職

校長 ･教頭 ･副校長の管理職 は 12名,主

幹 ･統括教諭 ･主任 ･主事の中間管理職者は

53名,あわせて約 27%が管理職の立場にある｡

なお,質問紙調査の実施過程,分析過程につ

いては,鈴木そよ子 ･他 ｢共同研究 『教員のキ

ャリア形成に果たす神奈川大学の役割』につい

て｣(神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大学

心理 ･教育研究論集』第27号,2008.3,pp.111-

121)に詳 しく述べられている｡

4.インタビュー調査の概要

本稿に続 く報告ならびにインタビュー調査結

果にもとづ く論文の基本的情報として,インタ

ビュー実施の概要と対象者について述べる｡

(1)インタビューの目的

インタビューは,2007年度の質問紙調査を

踏まえながら,大学に対する教員の期待や要望

をより具体的に調査す る目的で実施 した｡質問

紙の回答の傾向を分析 し,この傾向を仮説とし

て,インタビューでより深 く,より詳 しく聞き

取 りを行なった｡

(2)インタビュー対象者

インタビュー準備の第一歩として,質問紙調

査を依頼 した際に,回答者のうち神奈川県在住

の卒業生には,2008年度実施予定のインタビ

ユー調査に協力 してもらえるかどうかも答えて

もらった｡この時,インタビューに協力できる

という回答のあった60名が,2008年度のイン

タビュー協力依頼の対象となった｡インタビュ

ー協力依頼の対象者のうち,インタビューE]程

期間中に大学に来校できる28名がインタビュ

ー対象者となった｡

インタビュイーの勤務校 (学校種)について

は,表 Ⅰ-1｢インタビュイーの勤務校 (学校

檀)｣,男女の内訳や年齢層については,表 Ⅰ-

2｢インタビュイーの年齢層｣に示す｡

(3)インタビュー実施期間 ･インタビュー方法

2008年 8月4日 (月)から8月22日 (金)

までの8日間で実施 した｡午前の部と午後の部

に分け,個別インタビューと集団インタビュー

をセットにした｡個別インタビューは 1時間か

ら1時間30分,集団インタビューは30分程度

で,集団インタビューは,個別インタビューを

実施 したインタビュアーとインタビュイー全員

が集まって行なった｡

個別インタビューは1名のインタビュイーを

1名のインタビュアーが担当した｡

(4)インタビューの質問項目

インタビューでは主に次の3点について質問

した｡

①インタビュイーが見ている学校の現状,最

近の変化
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神奈川大学心理 ･教育研究論集 第29号 (2010年3月31日)

(∋ ｢壁｣体験 (困難,危機の体験)の有無と

内容,乗 り越えた経験

(釘研修経験 と大学への期待

なお,インタビュー調査の実施過程,質問内

香,分析方法等については,鈴木そよ子 ･他

｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役

割-2008年度 (第 2年次)研究活動報告-｣

(神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心

理 ･教育研究論集』第 28号,2009.3,pp.81-

93)に詳 しく述べられている｡
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